
護
持
会
だ
よ
り

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

総
代
、
世
話
人
様
の
新
任
、
交
代
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
年
十
一
月
六
日
の
総
代
会
に
於
い
て
田
村
俊
樹
様
が
新

た
に
総
代
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

北
軽
井
沢
地
区
世
話
人
さ
ん
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。

（
旧
）
清
水
忠
雄
様

（
新
）
田
島
敏
治
様

（
旧
）
宮
澤
昭
次
様

（
新
）
須
原
伸
雄
様

長
年
務
め
て
頂
き
ま
し
た
清
水
忠
雄
様
が
昨
年
十
月
に
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

田
村
俊
樹
様
、
田
島
敏
治
様
、
須
原
伸
雄
様
は
改
め
て
次

号
で
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

令
和
五
年
改
歳
の
吉
辰
、
謹
ん
で
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当
山

の
護
持
発
展
に
厚
き
御
道
念
を
頂
き
、
深
謝

致
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
る
心
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代

に
よ
っ
て
、
異
な
っ
た
感
覚
を
持
っ
て
い
る

と
し
て
も
、
共
に
新
し
い
生
命
息
吹
を
感
ず

る
喜
び
は
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

仏
教
に
お
い
て
は
「
日
々
是
好
日
」
で
あ

り
「
本
来
無
東
西
」
で
あ
り
ま
す
が
、
年
に

お
い
て
、
月
に
お
い
て
、
日
に
お
い
て
切
れ

目
を
立
て
る
こ
と
は
、
心
を
改
め
る
道
で
も

あ
り
ま
す
。
新
年
は
心
を
洗
う
切
れ
目
と
し

て
尊
重
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

す
が
す
が
し
い
大
気
を
胸
一
杯
に
吸
っ
て

今
年
も
元
気
に
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
ま

し
ょ
う
。
努
力
の
人
に
は
希
望
が
あ
り
ま
す
。

希
望
こ
そ
生
き
が
い
で
す
。
昨
年
と
明
日
の

間
に
あ
る
今
日
を
精
一
杯
生
き
た
い
も
の
で

す
。新

春
を
迎
え
て
私
達
は
老
い
も
若
き
も
自

分
達
の
お
か
れ
て
い
る
社
会
情
勢
を
慎
重
に

洞
察
し
て
、
物
心
両
面
に
お
け
る
、
安
心
で

き
る
平
和
と
繁
栄
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
痛
感
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
檀
信
徒
皆
様
方
の
の
ご
健
寿
と
萬

福
多
幸
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

合
掌

三
十
世
住
職

轟

省
吾

会
長

櫻
井
芳
樹

副
会
長

黒
岩

元

書
記

佐
藤
良
平

山
口
次
夫

会
計

宮
崎

透

永
井
芳
司

監
事

櫻
井
輝
久

萩
原
宗
仁

田
村
俊
樹

長
野
原

岩
木
夏
雄

唐
沢
明
雄

割
田
伸
男

宮
崎
雅
夫

長
谷
川
浩
一

篠
原
博
史

酒
井
保
治

大
津

浅
見
良
雄

塩
野
英
介

櫻
井
敏
雄

小
林
喜
一
郎

湯
本

茂

市
村

真

嶋
村
久
夫

湯
本
完
司

羽
根
尾

山
口
義
秋

橋
爪
満
男

黒
岩
清
次

与
喜
屋

中
村

剛

林

小
林

寛

篠
原
憲
一

小
林
柳
一

横
壁

萩
原
國
男

川
原
湯
畑

豊
田

清

北
軽
井
沢

青
木
博
文

岩
田
紀
重

神
戸
久
利

小
林
一
雄

斎
藤
光
善

宮
田

満

田
島
敏
治

須
原
伸
雄

総 代世 話 人



　　

①
八
月
五
日

天
明
三
年
浅
間
山
噴
火
物
故
者
供
養

天
明
三
年
（
一
七
八
三
年
）
八
月
五
日
に
浅
間

山
の
大
噴
火
が
あ
り
、
大
字
長
野
原
は
鎌
原
村

の
四
八
三
名
に
次
ぐ
お
よ
そ
二
四
〇
名
の
方

が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

②
八
月
十
四
日
大
施
食
会

総
代
世
話
人
様
に
代
表
し
て
お
焼
香
し
て
頂

き
ま
し
た
。

③
九
月
二
十
日
長
野
原
町
戦
没
者
追
悼
式

境
内
に
あ
る
忠
霊
塔
は
第
二
次
世
界
大
戦
の

長
野
原
町
の
戦
没
者
の
霊
を
顕
彰
し
て
い
ま

す
。
読
経
の
後
、
雲
林
寺
梅
花
講
の
皆
様
に
戦

災
精
霊
供
養
御
和
讃
を
お
唱
え
し
て
頂
き
ま

し
た
。

④
九
月
二
十
三
日

勢
至
菩
薩
、
観
世
音
菩
薩
供
養
祭
（
横

壁
）

一
六
八
四
（
貞
亨
元
年
）
に
建
立
さ
れ
、
ダ
ム

建
設
に
伴
い
平
成
二
十
三
年
に
移
転
地
に
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
九
月
二
十
六
日

群
馬
満
蒙
（
ま
ん
も
う
）
拓
魂
之
塔
供
養

祭ニ
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
群
馬
県
か
ら

約
八
千
人
が
旧
満
州
に
渡
っ
た
と
さ
れ
、
群
馬

県
出
身
者
の
霊
を
弔
う
た
め
に
一
九
七
四
年

に
塔
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
十
一
月
十
五
日

学
芸
員
と
巡
る
歴
史
ま
ち
歩
き
【
天
明
泥

流
痕
跡
ツ
ア
ー
】

雲
林
寺
は
浅
間
山
噴
火
に
と
も
な
う
天
明
泥

流
に
よ
り
、
柱
二
本
だ
け
を
残
し
泥
流
に
消
え

ま
し
た
。
当
時
住
職
で
あ
っ
た
十
三
世
枝
転
梅

応
住
職
は
、
大
噴
火
の
際
、
過
去
帳
を
逃
げ
持

ち
、
現
在
も
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
か
ら
の

記
録
が
当
山
に
は
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑦
十
一
月
二
十
日

尾
坂
地
蔵
尊
供
養
祭
（
長
野
原
一
本
松
地

区
）

七
常
会
の
役
員
様
の
み
で
行
い
ま
し
た
。

梅
花
流
た
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
滞
っ
て
い
た
全
国
大
会
が
今
年

度
関
東
管
区
の
大
会
と
し
て
鶴
見
の
大
本
山
總
持
寺
に
於
て
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
總
持
寺
と
い
え
ば
道
元
禅
師
さ

ま
の
教
え
を
広
め
ら
れ
た
瑩
山
禅
師
さ
ま
の
お
膝
元
と
し
て
発

展
し
て
い
ま
す
。

第
一
部
で
は
渡
辺
監
院
老
師
が
導
師
を
お
つ
と
め
に
な
り
石

附
周
行
紫
雲
台
猊
下
よ
り
御
垂
示
を
賜
り
ま
し
た
。

第
二
部
は
登
壇
奉
詠
で
す
。
登
壇
順
は
七
番
ま
で
あ
り
ま
す
が
、

群
馬
県
は
第
一
番
で
東
京
都
宗
務
所
が
最
後
と
な
り
ま
す
。
関
東

管
区
長
よ
り
ご
挨
拶
が
あ
り
特
派
師
範
に
よ
る
坐
禅
の
後
詠
歌

（
浄
心
）
大
祖
堂
の
静
寂
の
中
奉
詠
さ
れ
ま
し
た
。
さ
あ
、
い
よ

い
よ
お
誓
い
で
す
。
梅
花
部
長
様
よ
り
指
名
さ
れ
不
肖
私
が
お
誓

い
の
呼
称
師
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
梅
花
流
詠
賛
歌
を
通
し
て
正
し
い
信
仰
に
生
き
ま
す
」

「
仲
良
い
く
ら
し
致
し
ま
す
」

「
明
る
い
世
の
中
を
つ
く
り
ま
す
」

と
い
う
内
容
で
日
々
研
鑽
を
積
ん
で
い
る
こ
と
を
表
明
致
し
ま

す
。
全
員
の
登
壇
が
終
わ
り
第
三
部
閉
会
式
も
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
菩
薩
行
を
実
践
さ
れ
た
瑩
山
禅
師
さ
ま
の
お
傍
ら
に
も
う
少

し
留
ま
り
た
い
と
い
う
心
持
ち
で
は
あ
り
ま
し
た
が
出
発
の
時

は
や
っ
て
き
ま
す
。

今
回
の
関
東
管
区
献
詠
大
会
参
加
者
は
九
名
で
し
た
が
旅
行
が

実
施
さ
れ
る
の
か
否
か
直
前
ま
で
心
配
で
し
た
。
け
れ
ど
三
回
以

上
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
証
明
と

身
分
証
明
書
に
よ
り
全
国
旅
行
支
援
割
を
使
用
し
と
て
も
有
意

義
な
旅
行
と
な
っ
た
こ
と
を
ビ
ー
エ
ス
観
光
そ
の
他
関
係
各
位
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

轟

美
代
子

①②③

④⑤⑦ ⑥

主
な
活
動
の
ご
報
告
（
令
和
四
年
後
半
）

関東管区献詠大会前の講習会

感
謝
録

割
田
三
男
様

関東管区献詠大会（總持寺）

總持寺外観



　　

節
分
会

節
分
講
を
廃
止

二
月
三
日
は
節
分
会
で
す
。
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
を
鑑
み
、
厄
払
い
の
祈
祷
法
要
の
み
と
し
、
豆
ま
き
会
は
中

止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

又
、
今
年
度
よ
り
「
節
分
講
」
を
廃
止
さ
せ
て
頂
き
、
祈
祷
申
し
込
み

者
様
に
の
み
、
「
御
守
り
」
「
福
豆
」
「
寿
菓
」
「
お
札
」
を
お
配
り
致
し

ま
す
。

ご
祈
祷
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、
担
当
の
世
話
人
さ
ま
、
又
は
雲
林
寺

ま
で
直
接
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

一
般
祈
祷

二
千
円

弥栄（いやさか）を三

唱する本多さん ※

弥栄…繁栄を誓い叫ぶ

戦
争
は
し
ね
え
ほ
う
が
い
い

人
間
み
な
同
じ

《
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
今
に
重
ね
》

ロ
シ
ア
は
今
年
二
月
二
十
四
日
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
攻
め
込
み
戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
市
民
の
犠
牲
は
増
え
続
け
て
お
り
、
国

際
社
会
か
ら
は
ロ
シ
ア
へ
の
厳
し
い
非
難
の
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
経
験
者
は
こ
の
戦
争
を
ど
う
思
う
の
で

し
ょ
う
か
。

今
か
ら
九
十
年
前
、
農
業
移
民
の
開
拓
団
な

ど
約
二
十
七
万
人
の
日
本
人
が
旧
満
州
（
当
時

満
州
国
）
に
渡
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の

敗
戦
で
満
州
国
は
消
滅
し
、
残
さ
れ
た
日
本
人

の
人
生
は
暗
転
し
ま
し
た
。

群
馬
県
最
初
の
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
と

し
て
一
九
三
八
年
に
満
州
に
渡
り
、
そ
の
後
戦

争
を
経
験
し
た
本
多
嘉
義
（
と
も
よ
し
）
さ
ん

（
横
壁
出
身
安
中
市
在
住
九
十
九
歳
）
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

「
戦
争
だ
け
は
し
た
く
な
い
。
殺
し
っ
こ
だ
も

ん
。
せ
っ
か
く
も
ら
っ
た
命
を
と
っ
た
り
、

や
っ
た
り
す
る
な
ん
て
。
馬
鹿
げ
た
話
だ
。
ロ

シ
ア
の
親
方
（
指
導
者
）
は
何
を
し
て
い
る
ん

だ
か
。
戦
争
は
し
ね
え
ほ
う
が
い
い
」

か
つ
て
の
日
本
が
中
国
を
侵
略
し
た
こ
と
と

重
な
っ
て
み
え
る
そ
う
で
す
。

本
多
さ
ん
は
高
等
小
学
校
の
時
「
満
州
で
は

約
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
主
に
な
れ
る
」
と
先

生
の
話
を
聞
き
、
大
陸
に
憧
れ
、
義
勇
軍
の
募

集
に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。
十
四
歳
の
時
に
茨
城

県
の
内
原
訓
練
所
に
入
り
二
ヶ
月
後
に
は
満
州

に
渡
り
、
ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
国
境
に
近
い
満

州
国
黒
河
省
の
孫
呉
訓
練
所
に
入
所
。

軍
事
教
練
や
農
業
実
習
を
さ
れ
ま
し
た
。
三
年

の
訓
練
を
経
て
、
第
一
次
老
虎
義
勇
隊
開
拓
団
と

し
て
四
十
一
年
に
北
安
省
嫩
江
老
虎
溝
に
入
植
し

ま
し
た
。
入
植
地
で
は
現
地
の
住
民
と
祭
り
な
ど

楽
し
み
ま
し
た
。

「
赤
い
夕
日
が
沈
む
広
大
な
野
原
を
馬
に
乗
っ
て

駆
け
抜
け
た
。
馬
の
背
に
立
っ
て
乗
っ
た
り
し
て
、

楽
し
か
っ
た
な
」

し
か
し
安
定
し
た
生
活
は
長
く
は
な
く
、
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
り
、
二
十
歳
に
な
っ
た
一
九
四
四

年
に
徴
兵
さ
れ
、
ソ
満
国
境
近
く
の
ハ
イ
ラ
ル
で

関
東
軍
の
野
砲
部
隊
の
通
信
兵
に
な
り
ま
し
た
。

「
惨
め
な
戦
争
だ
っ
た
よ
」

日
本
の
敗
戦
で
満
州
国
は
消
滅
し
ま
し
た
。

日
本
軍
は
武
装
解
除
さ
れ
、
本
多
さ
ん
ら
は
シ
ベ

リ
ア
に
抑
留
。
冬
は
零
下
七
十
度
を
超
す
極
寒
。

朝
に
な
る
と
戦
友
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

凍
っ
た
大
地
に
墓
穴
は
掘
れ
ず
、
遺
体
は
置
い
て

く
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
か
わ
い
そ
う
な
死
に
方
を
し
た
。
俺
は
満
州
で

育
っ
た
か
ら
寒
さ
に
は
負
け
な
か
っ
た
よ
。
六
年

ほ
ど
抑
留
さ
れ
、
裸
で
日
本
に
帰
っ
て
き
た
」

戦
後
は
、
長
野
原
町
の
川
原
湯
温
泉
の
旅
館
な

ど
で
働
き
、
独
立
し
て
民
宿
旅
館
「
う
ち
は
ら
」

を
開
き
ま
し
た
。
希
望
に
満
ち
て
い
た
内
原
訓
練

所
の
名
前
に
あ
や
か
り
ま
し
た
。
八
ツ
場
ダ
ム
の

建
設
で
川
原
湯
温
泉
か
ら
立
ち
退
き
、
安
中
市
に

移
転
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
旅
館
を
営
み
ま
し
た
。

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
伝
え
た
い
。

「
満
州
で
も
シ
ベ
リ
ア
で

も
い
い
人
に
出
会
っ
た
。

ど
こ
の
国
の
人
で
も
人
間

は
み
な
同
じ
。
仲
良
く
す

る
こ
と
ほ
ど
い
い
こ
と
は

な
い
」

朝
日
新
聞
記
事
よ
り
抜
粋

感
謝
録

割
田
三
男
様

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
本
堂
待
合
室
の
改

修
工
事
一
式
を
割
田
三
男
様
に
ご
寄
附
頂
き
ま
し
た
。

十
八
畳
か
ら
三
十
三
畳
へ
と
広
々
使
え
る
よ
う
に

な
り
、
既
に
お
越
し
に
な
ら
れ
て
い
る
檀
信
徒
皆
様

か
ら
「
快
適
に
過
ご
せ
る
」
と
ご
好
評
頂
い
て
お
り

ま
す
。

多
大
な
る
御
支
援
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。



【
群
馬
県
外
】

石
田
繁
信
様
㉗
石
黒
み
ち
江
様
⑰
江
崎
美
由
紀
様
③

金
丸
明
子
様
㉓
黒
岩
裕
一
様
⑦
野
口
正
人
様
⑰
宮
﨑

千
鶴
様
㉗
山
田
武
久
様
⑬
中
嶋
き
よ
様
⑰
萩
原
正
俊

様
⑬
人
見
五
郎
様
①
志
賀
ゆ
き
み
様
③
芹
口
み
え
子

様
㉝
野
口
達
哉
様
⑦
山
口
仁
様
㉗
井
上
博
美
様
③
佐

竹
正
治
様
㉗
田
中
勝
子
様
③
野
口
正
志
様
③
⑦
橋
詰

好
子
様
㉗
大
谷
よ
し
子
様
㉝
下
田
恵
美
子
様
①
①
高

橋
甚
一
様
㉗
篠
原
勤
様
⑬
篠
原
仁
美
様
⑰
山
口
清
二

様
㉓

令
和
五
年

年
忌
表

一
周
忌

令
和

四
年
（
二
〇
二
二
）

三
回
忌

令
和

三
年
（
二
〇
二
一
）

七
回
忌

平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）

一
三
回
忌

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）

一
七
回
忌

平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）

二
三
回
忌

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）

二
七
回
忌

平
成

九
年
（
一
九
九
七
）

三
三
回
忌

平
成

三
年
（
一
九
九
一
）

結び雁金
（かりがね）

二
〇
二
三
年

年
回
正
当
の
お
知
ら
せ

年
回
例
③
は
三
回
忌
に
な
り
ま
す
。
御
名
前
は
施
主
様
に
な

り
ま
す
。
今
年
八
月
十
四
日
の
施
食
会
の
ご
案
内
を
施
主
様
に

通
知
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
年
回
に
当
た
ら
れ
て
い
な
い
施
主
様

も
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
先
祖
代
々
等
の
塔
婆
を
ご
用
意
し
ま
す
。

【
長
野
原
地
区
】

浅
沼
克
行
様
①
浅
沼
伸
行
様
⑦
㉝
飯
塚
十
四
和
様
㉓

金
子
宥
巻
様
㉗
黒
岩
つ
ね
子
様
⑬
黒
岩
文
夫
様
㉗
黒

岩
満
様
③
越
水
直
様
⑰
小
林
美
代
様
⑰
坂
井
智
典
様

①
㉓
佐
藤
し
ず
え
様
⑦
佐
藤
修
二
郎
様
⑬
㉝
佐
藤
強

様
⑰
佐
藤
鉄
夫
様
㉗
佐
藤
照
夫
様
㉝
佐
藤
花
吉
様
㉝

篠
原
節
子
様
⑰
篠
原
信
雄
様
③
篠
原
博
史
様
⑬
篠
原

浩
次
様
㉓
篠
原
光
江
様
㉓
霜
田
芳
之
様
①
高
橋
昇
様

㉝
竹
渕
由
紀
子
様
㉓
野
口
進
様
③
長
谷
川
誠
様
⑬
長

谷
川
浩
一
様
⑦
増
井
勝
宏
様
⑬
丸
山
公
子
様
③
㉗
宮

崎
恵
美
子
様
⑬
宮
崎
達
彦
様
⑬
宮
崎
雅
夫
様
①
柳
川

ふ
く
じ
様
⑦
山
口
剛
様
㉓
山
本
陽
三
様
③
依
田
た
つ

子
様
㉗
渡
辺
作
様
⑰

【
大
津
地
区
】

田
村
守
様
㉓
浅
川
た
か
江
様
㉗
浅
見
昭
夫
様
③
浅
見

知
久
雄
様
⑰
浅
見
俊
雄
様
⑬
㉗
浅
見
二
司
様
㉗
一
場

高
広
様
③
一
場
康
弘
様
⑰
市
村
稔
様
⑬
岩
野
雅
昭
様

①
河
合
秀
興
様
㉝
黒
岩
義
治
様
①
⑦
黒
岩
治
男
様
③

小
林
う
た
代
様
⑰
小
林
佳
乃
子
様
⑰
小
林
喜
一
郎
様

⑬
小
林
清
様
⑦
小
林
貴
様
⑬
㉓
小
林
達
夫
様
③
㉓
小

林
二
三
夫
様
㉗
坂
口
達
也
様
⑰
櫻
井
憲
様
㉗
櫻
井
貞

夫
様
⑰
㉝
櫻
井
敏
雄
様
③
⑬
篠
原
則
夫
様
⑰
篠
原
幸

彦
様
㉝
篠
原
百
里
子
様
⑰
嶋
村
勝
治
様
㉝
島
村
照
男

様
⑬
⑰
嶋
村
直
樹
様
⑦
⑦
嶋
村
信
行
様
㉝
嶋
村
寿
和

様
③
嶋
村
真
琴
様
㉝
関
健
次
様
㉓
高
橋
和
弘
様
⑦
富

澤
孝
一
様
⑰
冨
澤
重
男
様
⑬
冨
澤
道
夫
様
①
松
本
直

幸
様
㉓
村
田
誠
様
㉓
山
口
利
治
様
㉗
山
口
正
和
様
⑦

湯
本
輝
男
様
⑰
㉓
吉
澤
孝
様
③

【
林
地
区
】

足
立
恒
雄
様
㉓
市
川
丑
松
様
③
市
村
勝
美
様
㉝
市
村

敬
司
様
⑦
市
村
春
二
様
③
市
村
和
幸
様
①
小
林
寛
様

㉓
篠
原
幾
也
様
③
⑬
篠
原
美
好
様
⑰
篠
原
榮
子
様
⑬

⑰
㉗
篠
原
一
隼
様
⑦
⑦
篠
原
幸
四
郎
様
⑦
篠
原
潤
一

様
㉗
篠
原
孝
夫
様
⑰
茂
木
う
め
様
㉓
小
林
敦
子
様
①

⑰
㉝
浦
野
朗
様
①

【
与
喜
屋
地
区
】

加
辺
正
司
様
⑰
佐
藤
昇
様
㉓
野
口
友
江
様
⑬
萩
原
富

夫
様
⑬
丸
橋
正
太
様
⑰
丸
山
は
る
江
様
㉓
山
本
茂
樹

様
⑬
湯
本
和
明
様
㉗

年
間
予
定

未
だ
収
束
の
つ
か
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
の
状
況
を
鑑
み
、
開
催
未
定
の
行
事
が
ご
ざ
い
ま

す
こ
と
、
ご
迷
惑
お
か
け
し
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
開

催
の
行
事
に
関
し
て
は
感
染
症
対
策
に
も
よ
り
一
層
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

一
月
四
日
よ
り

年
始
周
り
挨
拶
（
開
催
予
定
）

二
月
三
日

節
分
会
（
祈
祷
会
の
み
開
催
）

四
月
三
日

大
般
若
会
（
形
式
を
変
え
て
開
催
）

六
月
中
旬

護
持
会
総
会
（
未
定
）

八
月
十
四
日

大
施
食
会
（
開
催
予
定
）

十
月
中
旬

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
開
催
予
定
）

【
北
軽
井
沢
地
区
】

永
井
芳
司
様
①
青
木
操
様
①
青
木
裕
治
様
㉝
新
井
修

様
③
新
井
登
様
㉗
石
井
虎
男
様
③
上
谷
川
憲
一
様
⑦

川
嶋
一
夫
様
⑦
川
鍋
静
子
様
①
小
金
沢
一
郎
様
③
小

金
沢
忠
彦
様
①
小
島
ミ
ツ
エ
様
⑰
斎
藤
勝
美
様
③
斎

藤
哲
也
様
㉓
柴
崎
三
郎
様
⑬
清
水
明
俊
様
①
清
水
初

枝
様
㉗
下
田
和
希
様
⑬
下
田
繁
一
様
⑰
下
田
忠
弥
様

⑬
須
原
伸
雄
様
㉓
関
根
鉄
男
様
⑬
大
澤
雄
二
郎
様
⑬

富
岡
伸
明
様
⑦
中
原
せ
つ
子
様
⑬
中
村
嘉
江
様
①
萩

原
雄
三
様
⑰
福
島
誠
様
㉓
真
下
誠
様
㉓
宮
澤
八
重
子

様
㉗
宮
田
満
様
⑬
山
田
栄
二
様
⑦
㉗
山
田
洸
平
様
㉓

【
羽
根
尾
・
古
森
地
区
】

一
場
計
一
様
㉗
唐
澤
文
夫
様
①
唐
沢
正
浩
様
⑦
唐
澤

美
恵
子
様
⑬
唐
澤
稔
様
⑰
酒
井
和
信
様
⑬
竹
渕
定
夫

様
㉗
野
口
澄
子
様
⑰
橋
爪
満
男
様
①
樋
口
憲
治
様
⑬

古
屋
金
三
郎
様
⑦
山
口
智
子
様
①
山
田
和
子
様
③
湯

本
幸
雄
様
①
⑬
小
暮
光
雄
様
㉝

【
川
原
湯
、
畑
地
区
・
横
壁
地
区
】
】

高
山
喜
幸
様
⑬
冨
澤
吉
太
郎
様
㉓
野
口
英
雄
様
③
野

口
芳
夫
様
①
水
出
耕
一
様
③
金
子
一
夫
様
㉗
金
子
茂

雄
様
㉗
豊
田
孝
安
様
㉓
星
さ
ゆ
き
様
①

【
吾
妻
郡
内
】

櫻
井
綾
夫
様
①
伊
藤
千
枝
様
㉓
㉓
霜
田
雅
樹
様
①
山

本
剛
様
⑦
岩
崎
竜
太
様
③
大
竹
博
幸
様
⑦
佐
藤
靖
様

③
篠
原
今
朝
六
様
㉗
篠
原
ト
モ
子
様
③
鈴
木
成
子
様

③
高
平
裕
寿
様
①
冨
沢
祐
一
様
③
野
口
忠
代
様
⑦
㉓

㉝
松
本
武
士
様
①
山
本
雄
吉
様
⑦
相
川
り
ん
様
①
浅

見
よ
し
江
様
㉗
小
林
雅
之
様
⑦
⑰
嶋
村
和
樹
様
⑬
霜

田
忠
男
様
③
塚
田
茂
様
⑦
根
津
幸
江
様
㉓
野
口
武
一

様
㉓
野
口
則
夫
様
⑦
長
谷
川
ふ
さ
江
様
㉝
青
木
次
郎

様
①
浦
野
弘
様
⑰
木
村
良
博
様
⑦
久
保
田
静
江
様
㉗

高
橋
り
つ
子
様
⑰
中
澤
至
子
様
⑰
中
村
佐
基
子
様
⑦

井
口
麻
由
美
様
⑦
⑬
竹
内
文
雄
様
㉓
田
村
幹
男
様
①

野
口
充
夫
様
⑦
宮
川
康
広
様
①
鈴
木
治
代
①

【
群
馬
県
内
】

岩
井
靖
様
①
梅
内
健
一
様
⑦
小
田
部
吉
伸
様
⑰
加
島

明
様
㉓
柄
澤
但
様
③
⑰
斉
藤
明
様
㉝
篠
原
真
理
様
③

⑦
服
部
義
則
様
㉓
㉝
加
藤
政
人
様
⑬
狩
野
守
様
㉗
小

林
秀
世
様
③
佐
藤
正
男
様
⑦
㉗
篠
原
実
様
③
霜
田
美

代
子
様
③
田
村
直
様
③
野
口
宗
様
㉗
野
口
み
つ
様
㉗

湯
根
み
ち
子
様
⑬
臼
田
環
様
⑦
嶋
村
均
様
㉝
冨
澤
康

一
様
㉗
野
口
市
子
様
㉗
茂
木
克
行
様
⑰
茂
木
吉
之
様

⑰
関
口
幸
治
様
①
星
河
英
雄
様
⑰
篠
原
孝
雄
様
㉓
茂

木
玲
子
様
③
㉗

当
山
の
開
基
、
海
野
長
門
守
幸
光
の
家

紋
「
結
び
雁
金
」
で
す
。
今
年
よ
り
こ

ち
ら
を
寺
紋
と
し
て
使
わ
せ
て
頂
き
ま

す
。


